
　石川県・根上海岸に群生する美し

い松林を抜けると，ダイナミックな

壁画が現れる。能美市立根上中学校

美術部の作品だ。海岸線を沿うよう

に走る北陸自動車道の遮音壁に描か

れた，縦３メートル，横 12 メート

ルの巨大な壁画。松，白
はく

山
さん

，北陸新

幹線（2015 年春開業），能美市の

キャラクター「のみまるくん」など，

地元に関係したモチーフを組み合わ

せて画面が構成されている。

　「この壁画制作をするようになっ

て，４年目になります。地元の『い

しかわ「能美の松原」サポートクラ

ブ』から依頼を受け，高速道路を管

理する中
なか

日
に

本
ほん

高速道路の協力を得な

がら，制作しています」。そう話す

のは，顧問の太
おお

田
た

多
た

門
もん

先生。

　遮音壁を見渡すと，これまでの四

つの壁画がずらりと並ぶ。年を経る

ごとに，作品に迫力が増し，並べて

見てみると圧巻だ。

　壁画制作を依頼した「いしかわ『能

美の松原』サポートクラブ」の山
やま

本
もと

欽
きん

次
じ

さんは次のように語る。「普段，

私たちは松林の保全活動を行ってい

ます。以前このあたりは雑草が生い

茂り，状態がよくなかった。松を植

樹したり手入れしたりするのはもち

ろんですが，地元の中学生に大きな

絵を描いてもらって，ここを明るい

場所にしたいと思いました」。

　依頼当時，根上中学校の美術部員

はたった５名しかいなかった。その

ため，美術部以外からも有志を集め

て壁画制作にあたったという。しか

し，翌年から美術部への入部希望者

がぐっと増え，現在の部員数は 26

名にのぼる。

　壁画は，毎年７月末から約２週間

かけて制作される。２階建ての足場

に乗り，下絵から色塗りまで丁寧に

仕上げていく。「足場の２階部分は

高いので，落ちるのではと冷や冷や

した」「１階で描いていると，上か

らペンキが落ちてきて，髪の毛がペ

ンキだらけになってしまった」など

と，部員たちが楽しいエピソードを

教えてくれた。

　「大変だったことは？」と尋ねる

と，3 年生の部員が「今年は，先生

に『松をしっかり描きなさい』と言

われ，幹や葉の質感を出すのに苦労

した」と答えた。毎年，壁画のモチ

ーフには必ず松を入れている。今年

は初心に返る意味でも，目の前にあ

る松林をしっかり観察して松を描く

よう指導したと，太田先生は話す。

　山本さんは「松の保全のため，仲

間とたびたびこの松林を訪れますが，

この壁画があると，気持ちが晴れや

かになります。これからも松を守る

活動に励んでいきたい」と，壁画を

見上げて笑顔で語った。

美術部へようこそ！
根上中学校の美術部は，2011年より高速道路の遮音壁に絵を描くという活動を続けています。
活動が始まってから今日までに,どのような経緯があったのか，お話を伺いました。
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制作に必要な足場づくりやペンキの手配は，
高速道路周辺の美化活動に力を入れている中日本高速道路が行う。
学校・地域・企業の連携があって，この活動が実現している。

年，開館 10 周年を迎

える金沢 21 世紀美術

館は，オープン当初よ

り「子どもたちとともに，成長する

美術館」を目ざし，教育普及プログ

ラムに力を入れている。

　中学生を対象としたプログラムに，

「中学生まるびぃアートスクール」

がある。市内の中学校の美術部員た

ちが，アーティストと一緒に作品を

つくり，最終的に展覧会を開くとい

うワークショップ形式のプログラム

だ。講師として参加するアーティス

トは，椿
つばき

昇
のぼる

さん（京都造形芸術大学

教授）と，シロくま先生（同大学講師）。

中学校教師の経験がある椿さんと，

ユーモラスな風貌のシロくま先生に，

中学生は徐々に心を開

き，作品制作に打ち込

んでいくという。

　このプログラムは，

今年で４年目。「考え方

を考える」という大き

なテーマを掲げ，ワー

クショップの内容は年

ごとに変えている。「多

感な時期にある中学生

に，美術を通してさま

ざまな考え方や表現の

しかたがあることを知り，自分らし

い視点を見つけていってほしい」。

そう語るのは学芸課エデュケーター

の木
き

村
むら

健
たけし

さん。市教委や現場教師，

講師らと打ち合わせを重ね，生徒た

ちの将来の人生をどこかで支えるよ

うな活動となるよう考えている。こ

れまでの活動は，年度ごとに 1 冊

の本にまとめ，市内の中学校に配布

されているそうだ。「学校の先生方

にとっても，何かのヒントになれ

ば」と木村さんは続ける。

　今年度は「魔法のヒカリ」と題し，

写真やジュエリーを題材にしたワー

クショップを行っている。現在，制

作の真っただ中。どのような作品に

なるのか楽しみだ。

今

2013年度のワークショップの様子。
「魔法のhome」と題し，「ホーム」という言葉から
イメージを広げて作品を制作した。

松林に出現する大きな絵

夏休みを利用して壁画制作

教室を飛びだして

金沢21世紀美術館（石川県金沢市）では，
中学生を対象とした教育普及プログラムを行っています。

金沢21世紀美術館 中学生まるびぃアートスクール
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